(I) 

寺 田寅彦 



「バ ー ド 南極 探険」 は 近 ごろ 見た 映画の 内で おもしろ 

いものの 一 つであった。 これまで にも 他の 探険 隊の 

とった 写真 やその 記事な ど を いろいろ 見て かなりまで 

は 極地の 風物の 概念 を 得た つもりで いたの だが、 しか 

し 活動 映画と して 映し だされた の を 見る と、 ただの 静 

映像で 見た だけで は 到底 想像ので きな か つたいろ いろ 

の 真実 を ありあり と 見せられ 体験 させられ るので ある _ 

けんそく 

たとえば 流氷の ような もので も 舷側で 押し くずされる 

せいうち 

ぐあい や、 海馬が 穴から 顔 を だす 様子な どから、 その 



へ 拡散して 来て 徐々 に 凝結した もので はない かと 想像 

してみ た。 そう 想像す る ことによ つ て 隊員の 忍苦の 長 

い 時間 的 経過 を 味わう ことが で きる。 

バ— ドが極 飛行から 無事に 屯営に 帰って来 たの を 皆 

が 狂喜して 迎え、 機上から 人々 の 肩の 上に かつぎ 上げ 

て 連れてく る。 その 時バ ー ドの 愛犬が 主人に 飛びつ こ 

う 飛び つこうと する の だが 人々 に さえぎられて 近寄れ 

ず 不平で むやみに 駆け回って いるが だれも 問題に して 

くれない。 これ も おもしろい 場面で ある。 それから 

バ ー ドが 宿舎に はいつ てく ると たれ かが 熱い コー ヒ— 

ま-お 

(？) を 一 杯 持って くる。 それ を 一 口 飲んだ 時の 頰の 



橇で 引いて 行く 犬 群の 頼もしく 勇ましい 姿 は 何 かしら 

われわれの 心の奥底に 触れる 美し さ を もっている。 人 

間 は それぞれの 明白な 心の 目標が あって、 それに 向か 

わんた めに 充分 納得して 寒 苦と 戦って いるが、 犬 はな 

ん のた めだか、 ちっとも わからないで、 ただた よる 主 

人の 向かう 所なら、 さも うれしげ に 死の 雪原に 突進す 

るので ある、 犬で もや はり 苦しくな く はないで あろう _ 

同じ こと は 映画 「沈黙の 敵」 の 中の 犬に ついても い 

われる。 しかし この 映画で もっとも おもしろ いのは、 

雪の 林 中での トナ カイと 犬との 格闘の 場面で ある。 ト 

ナ カイが 死地に 陥って 敢然た る 攻勢 を 取り 近寄る 犬 ど 



映 出される 本物の 機械の 美し さは、 実に 見て いて 胸が 

すくよう である。 同じ 意味で ソビエト 映画 「トル クシ 

ヴ」 に 現われる 紡績 機械 もお もしろ い。 そうして r 自 

然の 破壊」 (Blasting Excavator) における 大仕掛けの 

機械 架 構が、 どうも 物足りなく 思われる ので ある。 

「トルク シヴ」 も かなりお もしろ いと 思って 見物した- 

いわゆる モン タ ー ジュ の 芸当 を あまりに わざとら しく 

感じさせ るよう なと ころも ある。 たとえば 紡績 機械の 

流動の リズムと、 雪解けの 渓流 の それと、 またもう 一 

つ 綿羊の 大群の 同じ 流れとの 交互 映 出の ごとき も、 い 

くら かそうで ある。 しかし こういう 流動に、 さらに 貨 



物 車の 影が レ— ルの上 を 走る ところな ど を 重出して、 

結局 何 かしら 莫大な 運動量 を 持 つ た ある 物が 加速 的に 

ま う ^16 く 

その 運動量 を 増加しつつ、 あの 茫漠たる アジア 大陸の 

荒野の 上 を 次第に 南に 向か つ て 進んで いると いう 感じ 

がかな リ まで 強く 打ち だされて いる こと は 充分に 認め 

られ る。 

これに 比べて 「アジアの あらし」 は 全体として 見る 

と 自分に はどう も あまりお もしろ くなかった。 これ は 

自分が 「赤い めがね」 を 持ち合わせな いせいか もしれ 

ない。 ただこの 映画に 現われる 多数 多様の アジア 人種 

の 顔つき や 表情 は、 注意して 見て いると なかなか 興味 



が ある。 毛皮 巿場ゃ 祭礼の 群衆の 中に われわれの 親 兄 

まう ゆう 

弟 や 朋友のと 同じ 血が 流れて いる 事 を 感じさせられ、 

われわれの 遠い 祖先と 大陸との 交渉に ついての 大きな 

疑問 を 投げ かけられる のであった。 最後の クライ マツ 

クス として、 荒野 を 吹き まくる 砂 風に 乗じて いわゆる 

「アジアの あらし」 が 襲来す る 場面が ある。 これ は自 

分 のよう な テンポの のろい 頭に は 少し) J た，) J たしす ぎ 

ている ような 気がした。 ただ 錯雑した 混乱の あらしの 

中に、 時々 瞬間 的に 映 出される 白馬の たてがみ を 炎の 

ように 振り乱した 顔の 大写し は 「怒り」 の 象徴と して 

かなりに 強い 効果 を も つ ていたよう である。 



も つ とも 確実に 見る 人の 心 を 動かす 動力と なりうる も 

ので ある。 一口で いってし まえる ような 効果 だけ を 並 

ベ ようとした 映画 はどう もお もしろ くないよう である- 

この 点で 存外 ロシア、 ドイツの えら い 理論家た ちが か 

えって アメリカ へんの 「純 無意義 映画」 から 新し い 「火」 

を もら つ てく る 必要が あり はしない かとい う 気がする _ 

(昭和 五 年 十 一 I 十二月、 東京 帝国 大学 新聞) 

「モロッコ」 という 発声 映画 を 見た。 まず 一匹の 驢馬 



しち-よう 

の 音の 弛 張が 全編の ドラマの 曲折 を 描いて 行く ので あ 

る。 ヒロインの 心臓 はこの 太鼓の 音と 共に 生き 共に 鼓 

動す る。 そうして 彼女の 心の 態度 はこの ライト モチ ー 

フの 現われる たび ごとに 急 角度で 転回す る。 そうして 

その 一 転 ごとに だんだんに そうして 不可避 的に 最後の 

クライマックスに 近づいて 行く ので ある。 

太鼓の 描く この 主題の 伴奏と して は ラッパの ほかに 

兵隊の 靴音が ある。 これが ある 時 は 石畳み の 街路の 上 

に、 ある 時 は 岩山の 険路の 上に また ある 時 は 砂漠の 熱 

砂の 上に、 それぞれに 異なる 音色 を もって 響く ので あ 

る。 



シン フォニ ー でパ ッショ ネ— トな 一 楽章から 急転直下 

Attacca il seguente に 明朗な フ イナ— レに移 

ると きと 同じような 心持ち を 味わう ので ある。 

屋上で 神に 祈る 土人の 歌謡、 力 バレで りんご を 売る 

女の 唱歌、 それら もお もしろ くない 事 はない。 また 女 

の 捨てば ちな 気分 を 表象す るよう に ピアノの 鍵盤 を ひ 

となで にかき 鳴らした あとで ポッン と 一 つ 中央の C を 

押す の や、 兵士が 自分で 投げた 団扇 を 拾い上げようと 

して その ブル— タルな 片手で 鍵盤 をガ チャンと 鳴らす 

の や、 そういう 音 的 効果 も あまり わざとら しくない よ 

うにう まく 取り入れられ ている。 しかし そういう 小 技 



巧 だけなら ば 何も、 この 「モロッコ」 に 限らず、 少し 

気の きいた 映画に は 至る ところに 使われて いる ことで 

あろうと 想像され る。 この 映画の 独自な 興味 は 結局 太 

く つ おと 

鼓の 音と 靴音と これに 伴な う 兵隊の 行列に よって 象徴 

された 特異な モチ ー フを もって 貫かせた 楽曲 的 構成に 

あると 思われる。 そうして その 単純 明白な モチ ー フが 

非常に 多面的 立体的に 取り扱われ ている ために、 同じ 

ものの 繰り返しが 少しの 倦 台 I を 感ぜし めない のみなら 

ず、 一 歩 一 歩と 高調す る 戯曲 的 内容 を 導いて 最後の 最 

しかん 

頂点に 達する までに 観客の 注意の 弛緩 を 許さない ので 

あろう。 



この 映画 を 見て 非常にお もしろ いという 人と ち つ と 

もお もしろ くないと いう 人と 一 一通り あるよう である。 

これ はこの 二人の 人の 有声 映画と いう ものに 対する 心 

的 態度と 要求との 根本的 差違 を 反映す る 現象で ある。 

た いせきて き 

将来の 有声 映画 製作者に とって はこの 二 つの 対躕 的な 

現象の 分析 的 研究が 必要と なる であろう。 この 二つの 

もの はしかし 必ずしも 互いに 相容れな いもので はない 

ように 私に は 思われる ので ある。 

(昭和 六 年 五月、 文芸 春秋) 



しかし 失望す るに は 当たらない。 大昔から 何度と な 

く 外国 文化 を 模倣し 鵜の みに して 来た 日本に も、 いつ 

こうりん ばしょう うた まろ 

か 一度 は 光琳が 生まれ、 芭蕉が 現われ、 歌 麿が 出た こ 

と はたし かで ある。 それで、 映画の 世界に もい つか は 

またそう した 人が 出る であろう という 気長い 希望 をい 

だいて そうして それまで は 与えられ たる 

あらき またえ もん まち 

「荒木 又 右衛門」 を、 また 「街の ルンペン」 を その 与え 

られ たる 限りに おいて 観賞す る ことに 努力す ベ きで あ 

ろう。 

(昭和 六 年 六月、 時事 新報) 



はこれ が レコ— ド であるに ちがいない。 „ 蝗の 羽音が 

どれ だけ 忠実に 再現 さ れ ている か は 明らかで ない がと 

も かく も 不思議な 音で ある。 聞いた ことのな いものに 

は 想像す る ， J と のでき ない 音で ある。 い くら か 似た 音 

まるの こ 

を 求めれば、 製材所の 丸 鋸で 材木 を 引き 割る あの 音ぐ 

らいな ものであろう。 先年 小 田 原の 浜べ で 大波の 日に 

へ ルム ホルツの 共鳴 器 を 耳に 当て 波音の 分析 を 試みた 

ことがあ つたが、 かなり ピッチの 高い 共鳴 器で 聞く と 

チリ チリ チリと い つたよう に 一 秒 間に 十回 一 一十 回 ぐら 

れ きおん 

い の 割合で 断続す る鑠 音が 聞こえる、 それが いくらか 

この 蝗 群の 羽音に 似通って いるので ある。 やはり、 音 



湖畔の フ ラミン ゴ— の 大群 も おもしろい 見物で ある _ 

一 面に おり 立った 群れの 中に 一 か 所 だけ 円形な 空地が 

あるの はどうい うわけ かと 思って 考えて みた。 おそら 

おうしょ 

くそ こだけ 湖底に 凹所が あ つ て 鳥の 足に は 深す ぎる の 

で、 それで そこ だけが 明いて いるの だろうと 想像され 

た。 もしそう だと すれば 鳥の 群れの 写真から 湖底の 等 

深 線の 一 つが わかる はずで ある。 こういう こと も 実写 

映画のお もしろ みの 一 つで ある。 群集から 少し 離れた 

前面 を 一 一列に 並んだ 鳥の 縦隊が 歩調 を そろえて 進行す 

ると ころが ある。 鳥 はどうい う 気で なんの ために ああ 

いう 事 を やって いるの か 人間に はや はり わからない。 



芝居 じみる。 A life for a life という タイトルが 出た か 

ら映 画師が 殺される かと 思ったら、 そうでなくて や は 

り ライオンが 一 匹 やられる ので ある。 しかし ライオン 

など は 少しも 芝居し ないから 愉快で ある。 ライオンが 

自動車の タイア を 草原に 見いだ して 前足で つ ついて み 

て は 腹 を 立てて うなる 場面 は 傑作で ある。 ライオンが 

ふきげん であれば ある ほど 観客 は 笑う ので ある。 もし 

か 自分が ライ ォ ン だったら、 この 不都合な 侵入者ら に 

対して どんなに 腹の 立 つ ことであろう。 

アフリカ は 世界の 動物園、 野獣の 楽園と して 永久に 

保存したい。 天然 物 保存 地帯と して 少なくも この 大陸 



われわれ は 百度の 気温と 強烈な 体臭 を 想像す る。 この 

際蠅は エキストラでなくて スタ ー である。 しかし 監督 

の 意図な ど 無視して 登場し 活躍して いるから おもしろ 

ヽ o 

レ 

蛮人の 王城ら しい 建物が 映写され る。 この 建物 はき 

わめて 原始的で あるが 一 種の 均整の 美 を もっている。 

しろうとめ やすだ こうどう 

素人目に はわが 大学の 安田 講堂よりも かえ つ て 格好が 

い いように 思われる。 デ ティルがない だけに 全体の 輪 

郭 だけに 意匠が 集注され るた めか もしれ ない。 

みもの 

イン パラと いう 動物の 跳躍 も 見物で ある。 十数 尺の 

高さ を 水平距離で 四十 尺 も 一飛び にと ぶので ある。 何 



か 簡単な 器械 を 人間の からだへ つけて、 この 動物の よ 

うに とんで 歩く スポ— ッを 発明したら おもしろい かも 

しれない という 気がした。 

こういう 実写 を 見て いると つくづく 人間の こしらえ 

た 映画の ばかばかし さ を 感じる。 天然の 芸術に はかな 

わぬ こと は 始めから わか つてい る ことで は あるが。 

(昭和 六 年 十 一 月、 東京 帝国 大学 新聞) 

「三文 オペラ」 を 見た。 文明の どん底、 東 ロンドンの 



娼家の 戸口から、 意気で デス ペラ ドの マッキ ー • メッ 

サ ー が 出て くる。 その 家の 窓から おかみが 置き 忘 れ た 

ステッキ を 突き だすの を、 取ろうと すると、 ス ルス ル 

と 仕込みの 白刃が 現われる。 ドック 近くの 裏町の 門々 

にたたず む 無気味な 浮浪 人ら の 前 をい ば つ て 通り抜け 

て 川岸へ くると 護岸に 突っ立った シルクハットの だぶ 

だぶ ルン ぺ ンが 下手な 掛け図 を 棒で たたきながら Die 

Moriat von Mackie Messer を 歌って いる。 伴奏に 

しこう きん 

紙 腔 琴 を まわして いるば あさんの 横顔が 象徴的 である。 

背景に は 岸 近く もやった 船の 帆柱の 林立が ある。 掛け 

図に は 殺されて 倒れて いる 人 や、 ソホの 火事場の 粗末 



な 絵の 見える の もちよつ とした 効果が ある。 ここの 場 

ふん いき 

面が いちばん 昔の 東 ロンドン の 雰囲気 を 濃厚に 現わし 

ている ように 思われる。 これと、 ずっと 後に 警察で 電 

話 を かけたり する 場面と はどう も 全く 別の 世界の よう 

お- r 一 

な 気がする。 ポリ ー 母子が ミ リナ— の 店の 前で 飾り窓 

の 中の マヌカン を 見て いる。 そこへ 近づく メッサ ー の 

姿が 窓ガ ラスに 映って だんだん 大きくなる のが 印象的 

な 迫力 を もっている。 「烏賊」 ホテルの 酒場の ガラス 

窓越しに、 話す 男女の 口の 動きだけ を 見せる ところ は、 

「パリの 屋根の 下」 の 一場面 を 思いだ す。 

メッサ ー の 手下が 婚礼 式場 用の 椅子 や 時計 を 盗み だ 



すと ころ はわり によく できて いる。 くどく、 あくどく 

ならない ところがうまい のであろう。 倉庫の 暗やみで 

のねずみの クロ ー ズ アップ や 天井から 下がった 繩に 

うっかり 首 を 引っかけて 驚いたり する の も、 わざとら 

じんあい 

しくない。 そうして 塵埃のに おいが 鼻に 迫る。 

結婚式 場の ぎょうぎょうしくて 派手で、 それでいて 

実に 陰惨で グロテスクな 光景 もよ くで きている。 ここ 

で ポリ— の 歌う Barbara Song は なかなか 美し い。 

セットの おぼろ 夜の 空と おぼろ 月が かえ つ て 本物より 

効果が いいよう である。 

いちまつ もよう 

情婦 ジ ェニ ー が 巿松 模様 の ガラス 窓に もたれて 歌う 



感心 させられる。 あの サキ ソフォ ー ン でさえ も 実に 味 

のこ まやかな 音と して 聞かれる。 アメリカの ジャズ は 

なるほど おもしろ いと 思う 時 はあって も、 自分に は ど 

う も 妙な 臭みが 感ぜられる。 たとえば 場末の 洋食 屋で 

食わされる キヤべ ッ卷 きのよう にプン とする もの を感 

じる。 これ はお そらく アメリカ そのものの においで あ 

ろう。 しかし この クルト • ワイルの ジャズ (？) に は 

それが みじん もなくて、 ゲ— テゃ バッハ を 生んだ ドィ 

ッ 民族の 情緒が 濃厚に にじみ だしてい る。 そうして そ 

れ でいて 同時に また どれに もど こか しら Gallow 

Song しかも やはり イギリス らしい それの 味が しみ じ 



みと かみしめられる ような 気 もす るので ある。 最後に 

町の 暗やみの 中に 幽霊 のように 消え て 行く ル ン ぺ ン の 

行列と ともに ゆるやかに 句切つ て 再び 響く モリ アット 

の 歌 も、 スクリ —ンの 前の 幕が おりて 席 を 立って そう 

して 往来へ 出て 後まで も いつまでも 耳に 残って 忘れ 難 

いもので ある。 

この 映画 を 見た 前夜に グスタフ . マ— ラ— の 第五 交 

響 楽 を 聞いた。 あまりに も 複雑な 機巧に 満ちた この 大 

曲に 盛りつ ぶされ 疲らされた すぐ あとで あ つたので、 

この 単純な しかし 新鮮な フィルムの 音楽が いっそうお 

もしろ く 聞かれた のか もしれ ない。 そうして その 翌晚 



や ぎ 

たぶん カリ ニンで あつたか、 野 羊 ひげのに がい 老人が 

展覧会 を 見て あるく ところがあった。 この 映画 を 見な 

がら、 英雄崇拝 は 結局 永久 普遍に 不可避 的な 人間界の 

事実 だとい うような 気がした。 われわれが 見る とムッ 

ソ リニが 閲兵 式に 臨んで いる 二 ュ— ス 映画 もこれ と 全 

く 同格な 現象の 二 ュ— ス として 実に おもしろく 見られ 

るので ある。 

(昭和 七 年 三月、 東京 帝国 大学 新聞) 

六 



きたくなる 時に ちょうど こちらが 現われ、 アルべ— ル 

の 顔が 見た くなる 瞬間 を 見す まして アルべ —ルの 顔が 

現われる。 そうして また 彼の 目に 案内され て 観客が 見 

たいと 思う 方面が 誤たず 即座に スクリ —ンに 出現す る 

ので ある。 

これと 全く 同 一 技法 は 終 巻に 近い 酒場の 場面で も 使 

用され ている。 すなわち、 一方に は ある 決心 をした ァ 

ルべ —ルと 不安 を かくして いる ポ— ラが 踊って いる。 

くまた か 

一 方の すみに は 熊 鷹の ような 悪漢 フ レッドの 一 群が 陣 

取つ て 何げ ない ふう を 装つ て 油断な くにら まえて いる _ 

ここで 第三者た る 観客 はま さに 起こらん とする 活劇の 



はあく 

の 把握に よ つ ての み 得られる ので ある。 

じよ-つず 

上手と 下手の 相違 はだいたい 何事で も 言葉で は 言い 

現わせない ところに あり、 メ— タ— で 測れない ところ 

にある のが 通例で あるが、 これらの 映画の 切り換えの 

こます ラ 

リズム は 一 つ 一 つの 相次ぐ フィルム 切片の 駒 数 を 数え 

て、 その 数字 を 適当に 図示し 曲線で も 作って みれば、 

それによ つて この場合の 芸術的 効果が いくらか 科学的 

分析の メスに かけられる 見込みが あるか もしれ ない。 

これ はやって みたら 必ず 映画 製作に 従事す る 人た ちに 

と つ て 何 かの 良い 参考になる であろうと 思われる。 

発声 映画と しての 「パリの 屋根の 下」 のもう 一 つの 



を 歌って いるう ちに 手 さげの 中の 財布の 紛失 を 発見し 

てけ たたまし い 叫び 声を立て るが、 ただ それだけ であ 

る。 これ も アメリカ ト ー キ ー だと ここで なんとか 一 つ 

取って おきの せりふ を 言わせて、 そうして アメリカ 語 

の わかる 観客 だけ を ど つ と 笑わせな いと 気がすまない 

であろう。 

普通の 演劇に おいて は せりふ は 本質的 要素で ある。 

役者の 言葉 を 一 言 一 句 聞きの がして はならない。 芝居 

は 見る ものであると 同じく らいに また 聞く ものである _ 

聴覚の ほうが 主に なれば 役者 は 材木と 布切れで 作った 

傀儡で もよ い。 人形芝居が すなわち それで ある。 



のと 人間の 目と いう ものの 間に 存 する 一 つの 越え 難き 

► .1 うきよ 

溝渠の 存在 を 忘れて いるよう に 私に は 思われる ことで 

ある。 

急速な 運動 を 人間の 目で 見る 場合に は、 たとえば 暗 

中に 振り回す 線香の 火の ような 場合なら ば 網膜の 惰性 

のために その 光点 は 糸の ように 引き延ばされて 見える 

ので あるが、 普通の 照明の もとに 人間の 運動な ど を 見 

る 場合 だと その 効果 は 少なくも 心理的に は 感じられな 

くて、 そうして 各 瞬間に おける 物 像 はいつ もくずれ ず 

に 見えて いるよう に、 少なくも 感じる ので ある。 とこ 

ろが、 これが 写真の 場合 だと カメラの シャツ タ ー の 開 



の 合唱の) J ときはな はだば かげて いて ノンセンス では 

あるが、 その ノンセンスの 中には おのずから ノン セン 

スの 律動 的な 呼吸が あるから、 ともかくも あまり 人 を 

退屈 させない。 役者 も 一 人 一 人に 見る と なかなか よく 

役々 を 務めて 申し分な いものの ようで ある。 しかし こ 

の 映画 全体 を 一 つの 芸術品と して 批評し、 そうして こ 

れを 「パリの 屋根の 下」 や 「大地」 と 比較し、 そうし 

てまた、 フランス ならびに ロシアに 対する 日本の もの 

として 見ようと する 際に は 遺憾ながら 私 は 帝劇の 真夏 

の 午後の 善良なる 一 人のお 客と しての 地位 を 享楽す る 

ことの 幸福 を 放棄し なければ ならなくなる ので ある。 



れば、 アイ ンシ ユタ インと かボ— ァ とか、 ショ ー とか、 

シンク レア. リュ ー ゥ イスと か、 あるいは マチスと か、 

ラヴ ェ ル とか あるいは また それほど でない としたと こ 

ろで たとえば 今度 空中 を 飛んで 来た リンド バ— ク のよ 

うな、 そういう 階級の 頭脳 を もった 人た ちが たまたま 

メガ フォン を 取って シャツ 一 枚に なって 映画 を 作って 

いるので はない か。 

私 は 一 般 平均から 見ても、 また 個別的に 見ても、 学 

芸 にかけ ての 日本人の 頭が 少し で も 欧米 文化 国民 の そ 

れに 劣らない もの だと 信じて 疑わない ものである。 し 

かし 今までの ところで まだ 学芸 方面に おいて 世界 第 一 



で ほんとうに 世界的な 映画の 作られる 見込み もまた は 

な はだ 希薄で あろうと 思われる ので ある。 この 事情 は 

いつまで 持続す るか。 これ は 実に 単に 映画界 だけの 問 

題ではなくて、 日本の 文化 一般の 将来に 係わる 実に だ 

いじな 一 問題で はない かとい う 気 もす るので ある。 

(昭和 六 年 十月、 中央 公論) 

ルネ • クレ ー ル作 「自由 を われらに」 は 近 ごろ 見た 

発声 映画の 中で もっとも 愉快な ものである。 刑務所 や 



ものが、 この ルイと エミ— ルの 二人に は どこかに 顔 を 

出して いるの がお もしろ いと 思う。 この いわゆる 俳味 

と いうの は ロイド ゃキ ） ^ン になくて チヤ プリンの ど 

こかに ある 東洋 哲学的の においで ある。 そういえば 最 

後の シ ー ンで 百万長者から もとの ルン ぺ ンに逆 もどり 

した ルイの メ ー キ アップ はかな リ チヤ プリンに 似た と 

ころが ある。 

そうにゅう れんぱ ろてき 

編 中に 插 入され た 水面の 漣 波、 風に そよ ぐ 蘆 荻の 

モン タ ー ジュが あるが、 この 插入 にも 一脈の 俳諧が あ 

る。 この 無意味な ような 插 入が 最後の 「自由」 のシ ー 

ンと 照応して 生きて くるよう に 思われる。 それの みな 



種の 囚徒で あるよう に 見えて くる。 開場 式のお 歴々 の 

ひっきょう ばんさんかい 

群集 も 畢竟 一種の 囚徒で、 工場 主の晩餐 会の 卓上に 

列なる 紳士 淑女 も、 刑務所の 食卓に 並ぶ ルンペン らも 

同じく ギャング であり 囚人の 群れで あるよう に 思われ 

てく る。 

ルイと ェ ミ— ルは これらの あらゆる 囚獄を 片端から 

打ち破り、 踏み破って 「自由」 の 世界へ 踏み だして 行 

こうしょう 

くので ある。 晩餐会で 腹 を かかえて 哄笑す るの も 

キュ ラソの ビンで 自分の 肖像の どて つ 腹に 穴 を あける 

の も、 工場と 富と を 投げ出し て ギャングの 前にた たき 

つける の もみん な 自由へ のパ スポ —， ^である。 



ふた はんび つ ぼんちよう 

ゆがみて 蓋の あわぬ 半櫃 凡 兆 

草庵に しばらくいて は 打ち やぶり 芭蕉 

(昭和 七 年 五月、 東京 帝国 大学 新聞) 
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